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た素粒子,原子填関係の講座 と合せて, 7講座の物理学科が完成 したのである｡
(大学が新制度に幼者え られるときlT,工学部は理工学部と変った｡) しか し
この建設は,現在各所で行われているようを正式の学科増設 とい う形で始め ら
れたもので貴 く,工科系の学科の定員を流用する形で行われたので,色女困難
があったらしい｡ 人員の充実は極めて急速に進んでも,研究室の両横,設備あ
拡充が追いつかず,その点ではいまだに建設の途上にあると云 うべ きか も知れ
夜hO現在われわれが物理教室 と呼んでいるものの定員は 7講座に他の部局か
らの融通 1講座を加えた8講座 と-,一般教育の学科目Jtしての5名 (46年度
よb4名と凌る予定) とを合せて,教授助教授合計 19名であb_,その うち物
性物理関係は 10名である｡




I.C.Uへ ,高木教授は原子力研-転 出するとい う事態が轟 9,あらぬ うわ




和夫名誉教授が他界されるとい う不幸夜事件が麺 り,それ以前か ら内定 してい
た田辺行人助教授 (現東大教授) の転出とによって,空論関係は半減 とい う状
態に覆ったが,幸い昨年 10.月 よb小口武彦教授が着任 し,物性物理学第二講'r~" ノ
座の再建が力輝 く始まっている○
研究室の編成は,本学では教授 ･助教授毎に独立を 1研究室 と'vJ,う建前であ
るが,静座癌のまとまbtも併用されているっ各研究嚢の詳 しい紹介はそれ'ぞれ
の執筆者に譲 り,物性関係の研究室一覧を作れば,つ ぎのように怒る｡ ただし
専門分野は筆者が適宜書いた ものであることをお 斬 .りしてお くO
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が,本帝の違いに よる僅かの差は別 として,研究面では勿論 ,予算其他,大学
院担当の点をど二切区別が無 く,平等であることが,大学全体 として確立され
ていることである｡
充にも一寸と触れた ように,当物理教垂はその誕生の し方が少 し変 っている
ので,共通的を設備其他不十分を点が多 く,研究室の面積を ども基準の 70帝
以下 とい う有様で,各研究寒 とも手狭の不便 さに困っている｡'しか し何 とや ら
の法則の裏がえ しとい うか,上記各研究室の活動は益 々盛んに夜ろ､うとしてい
る? 殊に42年理工学部か ら理学部工学部と怒って以来,新 しい出発が有形無
形の色々の面で始まっているとい うことができよう｡ (⊥市村 浩 う
ー2-
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